
 
 
 
 
 
 
 

 

№１７２号・平成 22 年 10 月 4 日 
全日私幼連広報委員会

FAX 03-3263-7038 全日私幼連 

◆政府 子ども・子育て新システム検討会議 

 

こども指針（仮称）の検討はじまる 

 

子ども・子育て新システム検討会議作業グループの下に設置された「こども指針（仮

称）ワーキングチーム」の第１回会合が 9月 29 日（水）に開催されました。「こども指

針（仮称）の基本的考え方等」についての説明がなされた後、意見発表が行なわれまし

た。全日私幼連を代表して出席した田中雅道（財）全日私幼研究機構理事長は「こども・

子育て新システム」及び「こども指針（仮称）」について、新たなシステムや指針を策

定する議論が先行するのではなく、まず子どもがどう育つか、50年後の子どもたちのた

めに、どのようなものがより良いのか慎重に議論すべきである等を意見発表しました。

他の構成員による意見発表が行なわれ、秋田喜代美氏（東京大学大学院教授）、小田

豊氏（独立行政法人国立特別支援教育総合研究所理事長）、荒木尚子氏（全国国公立幼

稚園長会副会長）、岡上直子氏（全国幼児教育研究協会副理事長）等からは、既存の幼

稚園・保育所のそれぞれの歴史（文化）が大切等との意見がありました。また、藤森平

司氏（全国私立保育園連盟保育・子育て総合研究機構研究企画委員）等からは、子ども

の立場（視点）にたって議論すべき等との意見がありました。 

第２回「こども指針（仮称）ワーキングチーム」の開催日時は未定です。なお、当日

会合にて配付された資料①こども指針（仮称）に係る検討事項（案）②当面の検討スケ

ジュール（案）を別添させていただきます。 

〔今号は３枚〕

 






